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I. は じ め に
本学のインターンシップは，平成5年度に旧商
経学科でスタートして以来，試行錯誤を繰り返し
ながら改善を積み重ね，実学を重んじる本学の特
徴を示す科目として成長してきた。その結果，平
成15年度には文部科学省より「特色ある大学支援
教育プログラム」として認定された。その後も，各
学科では更に検討を続け，従来のインターンシッ
プ科目の継続だけではなく，多様化する学生の
ニーズの変化に対応できるよう，新たな実習方法
を導入したインターンシップ科目もスタートさせ
た。
従って，受入依頼企業数やその職種も増え，ま
た，一企業に対して複数の学科から複数のシステ
ムのインターンシップを依頼するケースも多く
なってきた。この科目は企業の協力なしには実施
できない。これまでも当然，受入企業との意思疎
通には十分留意してきたが，企業とのより密接な
情報交換の必要性が生じてきたため，インターン
シップセンターとして企業との懇談会を開催し
た。
以下は，その懇談会を中心とした，「特色ある大
学教育支援プログラム」認定後のインターンシッ
プに関する報告である。
II. 新しいインターンシップ科目の導入
検討
?特色ある大学教育支援プログラム」の認定後
も，認定対象となった「長期」および「短期」の
インターンシップ科目は，よりよい実施方法，よ
り効果的な事前・事後学習などを求めて改善を続
けてきている。しかし，それだけには留まらず，従
来のやり方では得られない効果を求め，また実習
の希望職種や履修目的など多様化している学生の
ニーズに対応すべく，平成16年度には以下の通り
各学科で新しいインターンシップ科目導入の検討
が始まった。
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1. 総合ビジネス学科
これまでは，ビジネス系中心の，3学科合同で実
施する「長期」と，「短期」の2種類だったが，フィー
ルド制導入に伴い，ショップマネジメントフィー
ルドの学生を対象とした「長期企業実習（販売系）」
を導入することとなった。同科目は，3～4週間の
長期実習を，夏休み・春休みの2回，異なる実習
先で行うことが特徴となる。
2. 生活プロデュース学科
これまでは，3学科合同の「長期」と，様々な分
野（事務，すまい，販売，観光，サービス等）の
「短期」の2種類のみだったが，以下の通りとなっ
た。
1) ?短期」の分割
これまで，「短期」を希望する学生に対しては，
実習の職種にかかわらず，PC研修を初めとする
様々な事前学習を実施してきた。しかし，年々増
加してきている販売系実習を希望する学生の中に
は，それらの事前学習があるために履修をあきら
めてしまうというケースが出てきた。よって，実
施方法を，販売系とそれ以外の職種とで分け，共
通項は残しながらも，募集方法や事前学習の内容
などを，それぞれ適切なやり方で実施することと
した。名称も「ビジネスインターンシップ短期A」
（事務，すまい，観光，サービス系）と「ビジネス
インターンシップ短期B」（販売系）とすることに
した。
2) 新しい実施方法
これまでの「短期」「長期」の2種類に加えて，
新たにインタバル方式のインターンシップ導入が
検討された。これは，一つの職種を体験するとい
うより，Plan-Do-Seeを繰り返しながら，企業全
体の仕事内容を学ぶことを目的とした実施方法
で，以下の点で従来のインターンシップと大きく
異なる。
① 実施時期:授業のある期間（1回目1年次
後期，2回目2年次前期で，原則として2回
とも履修）
② 実施日数:隔週1日×6回×2期
③ 学内学習:企業での実習がない週は，学内
で前回の実習内容を振返り，次回の実習内
容の予習をする。
III. インターンシップ懇談会の開催
?長期」のインターンシップは，例年，実習終了
後に，受入企業を本学に招いて懇談会を実施して
いた。しかし，もともと企業数がさほど多くない
上に，回数を重ねるにつれマンネリ化もみられ，
年々参加企業数が減る傾向にあった。
一方，「短期」のインターンシップは，総合ビジ
ネス学科・生活プロデュース学科共に，受入企業
が一堂に会して話合いをしたことはこれまで一度
もなく，実習終了後に担当教員が各企業を訪問し
て，情報交換をし，問題があれば解決を図ってい
た。しかし，例年，訪問時には，よほどのことで
ない限り，苦言を呈されることはなかった。企業
側も，他社の様子（受入方法，実習内容など）を
参考にしたくても，直接聞く機会はなく，複数の
企業に共通の問題があっても効率よく解決するこ
とが難しかった。また，本学学生の採用経験のな
い企業は，本学との接点が実習生と担当教員のみ
で，湘北短期大学を知っていただく機会がなかっ
た。
そこで，初めて，「長期」「短期」双方の受入企
業を招いての「インターンシップ懇談会」（イン
ターンシップセンター主催）が計画されることと
なった。目的は以下の通りである。
＊受入企業から忌憚のない意見・提言を得，本
学からも依頼すべきことは依頼することに
よって，できる限り問題を解決し，双方にとっ
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てより効果的な制度にしていく。
＊企業同士の意見交換，情報交換をする場を設
ける。
＊企業に，依頼しているインターンシップ以外
の方式のインターンシップも理解していただ
く。
＊企業に，湘北短期大学の教職員，教育方針，雰
囲気などを直接知っていただく。
その結果，事務局の全面的バックアップを得て，
下記の通り実施した。
1. 実施概要
1) 日時:平成17年6月29日（水）15:30
～18:00
 
2) 場所:本学
3) 参加者
企業関係者:計29名（21社）
本学教職員:計17名
本学学生:計7名（懇談会参加企業に前
年度インターンシップに行った学生に受
付等を依頼）
4) スケジュール
① 懇談会（全体会) 15:30～16:15
大会議室
（分科会) 16:20～16:55
小教室
② 懇親会 17:00～18:00
キャンパスレストラン
5) 内容
① 懇談会
＊全大会
・挨拶，出席者紹介
・アンケート結果報告
限られた時間内に，より効率よく会を
進められるよう，予め企業に依頼した
アンケートの集計結果を発表した。
（p 26～p 29資料1参照）
・本学の回答
アンケートで寄せられた企業からの意
見･質問等に対する，本学からの回答や
コメントを述べた。（p 30資料2参照）
＊分科会
実習内容により「事務系」「販売系」「す
まい系」「サービス・観光系」の4グルー
プに分かれ，分科会を実施した。グルー
プにより，話題となった内容はかなり異
なった。（p 31資料3参照）
② 懇親会
企業同士の情報交換の場を提供。また本学
教職員との親睦を深めた。
2. 成果
企業との懇談会実施によって，次のような成果
が得られた。
1) 長年協力してくださっている受入企業に，
学校として正式にお礼ができた。
2) 企業に，本学のインターンシップに対する
取組姿勢を理解していただいた。
3) 企業からの要望が明確になり，対処するこ
とができた。
4) 企業が抱えている問題や疑問点に答えるこ
とができた。
5) 企業に対する本学の要望を，改めて伝える
ことができた。
6) 企業同士の情報交換ができたと感謝され
た。
7) 第三者からの依頼により，本学のことをよ
く知らないまま受講生を受け入れてくだ
さっていた企業が，来校の結果，本学に好
感をもってくださった。（後日採用につな
がった）
8) 受講生をアルバイトに起用したことが，受
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け入れ企業に非常に好評だった。
3. 反省点
反省すべき点は，以下の通りである。
1) 当日雨天となり，バスが遅れるとの誤報が
入って，開会間際に混乱があった。
2) 全体会で質疑応答の場を設けたが，ほとん
ど発言がなく，逆に分科会は話が盛り上が
りかけてきたところで終わりとなってし
まった。分科会により多くの時間を充てる
べきであった。
3) 帰りのバスを，学生用とは別に準備したが，
早めに退席された企業の方が，却って長時
間外で並ぶことになってしまった。
4) 正式な案内状発送前に，各担当者より直接
懇談会の開催を伝えて出席を依頼していれ
ば，もう少し，出席者数が増えたのではな
いかと思う。しかし，これ以上大人数にな
ると，会場の再検討が必要になる。
初めての開催であり，予想がつかなかった点も
多々あるが，特に2）は，本当にもったいなかった
と悔やんでいる。
4. 今後に向けて
このような受入企業全社対象の懇談会を，毎年
定期的に実施する必要はないように思う。しかし，
昨今は学校も，企業も急速に変化していっている
ので，状況を見極めながら，何年かごとに開催す
ることは大変有効だと考える。ただし，会の開催
はしなくても，企業との情報交換は常に心掛け，問
題点を早期に発見･解決することが必要なのは言
うまでもない。
IV. 懇談会実施後のインターンシップ
第II項で述べたように，本学のインターンシッ
プは，H17年度より科目数が増え，次頁資料4の
通り実施されることとなった。その結果，受講人
数は約170名（前年度110名）となり，前年度の
約1.5倍と，大幅に増加した。
また，17年度のインターンシップ実施にあたっ
ては，懇談会の結果も踏まえて，次の点に力を注
いだ。
1. 統一
本学におけるインターンシップ科目の多様化に
伴い，一部の受入企業においては情報の錯綜がお
こり，学内でも，直接の担当者以外には，しっか
りと理解されていない状態になってきた。
インターンシップセンターという組織はある
が，本学のインターンシップはそれぞれの担当者
が学科の一科目として実施しているため，これま
ですべて担当者に一任してやってきており，セン
ターとして一挙にすべてを統一して実施すること
は難しい。しかし些細なことから，できるところ
から，学内外に対して一本化を図っていくことと
した。
1) 対企業
① 窓口の一本化
いくつかの企業に対しては，複数の学科から異
なるやり方のインターンシップを依頼している。
よって，そのような企業に対しては，「受入依頼の
アンケート」「受入依頼書・承諾書」「履歴書」な
どの書類を，担当者毎ではなく，できる限りまと
めて送付するようにした。ただ，どの企業にどの
担当者が送るかは，1社毎に相談して決めている
状況であり，まだシステマティックとは言えない。
② 実習ノートの統一
これまでは，各担当者が用意した実習ノートを
使用しており，装丁や大きさ，内容，その扱いに
至るまで，まちまちであった。企業に対して「湘
北インターンシップ」のイメージを定着させるた
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めにも，できればすべて統一したものを使用する
ことが望ましい。しかし，実習期間や方法が異な
るため，それには十分な検討が必要となる。そこ
で，まずは「短期」のみ，学科を越えて共通の実
習ノートを作成し，使用することとなった。
2) 対学内
① 模擬面接の統一
昨年度までは，各担当者がそれぞれ本学教職員
に模擬面接の依頼をし，日程調整をしてきたが，17
年度よりそれらをまとめて行い，できるだけ面接
官の負担を軽減し，効率よく実施できるようにし
た。しかし，面接資料は，各担当者よりばらばら
に配布されたため，混乱を招いた。次年度からは
面接資料もまとめて用意するようにしていく。
2. 実習先決定時期
これまでは，「短期」の実習先決定は新年の授業
が始まってからであった。学生が希望実習先を選
択するにあたって，考える時間をできるだけ与え
るためでもあり，また企業からの実習日程が出揃
うのが年明けになることもその一因であった。
従って，企業に実習生に関する資料を送付するの
は1月末となっていた。
資料2のV-1）で述べたとおり，この件に関し
て，企業より，「実習内容の準備をするためにもう
少し早目に実習生の情報がほしい」との要望が
あった。実習先を早く決めれば，事項で述べるよ
うに学生が実習までの期間を有効利用できるとい
うメリットもあるため，今年度より年内に決定し
てメールで実習先に学生の情報を伝え，年明けの
授業終了後すぐ（1月中旬）にすべての書類を送付
できるようにした。
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3. 学生の目的意識向上
上述の通り実習先決定時期を早めることによ
り，実習先決定後，実習開始までに時間的余裕が
できた。学生の実習に対する目的意識をより高め
ることができるよう，その期間に以下のことをす
るよう指導した。
1) インターネットで実習先企業について調
べ，レポートにまとめる。
2) 先輩の実習ノートを読み，過去の実習内容
を知る。
3) 1)，2)より，体験したい仕事，質問したい
ことなどを，メモにまとめておく。
4) 実習期間に達成可能な，具体的な目標をた
てる。
V. 今後の課題
新たな科目を導入し，様々な改良・工夫を重ね
て迎えた平成17年度のインターンシップである
が，次年度に向けてまだまだ課題は多い。
1. 更なる統一
各インターンシップの実施方法や学内外に対す
る情報のやりとりに関して，まだまだ一本化・統
一できる部分がある。些細なことでもできるとこ
ろから，更に実行に移していくべきだと考える。
2. 事前･事後学習の充実
1) コミュニケーション能力の向上
以前から指摘されている湘北生の「大人しさ」を
改善するばかりでなく，社会人として求められる
コミュニケーション能力を向上させていく事前学
習の必要性を感じる。
2) 社会人としての常識・マナー教育
近年，ますます社会的常識に欠ける学生が目立
つ。特に反抗しているわけではなく，単に「教わっ
たことがない，だから知らない」というケースが
多い。
従って，企業に余計な負担をかけないように，ビ
ジネスマナー以前の，大人として，社会人として
のマナー教育が必要となっている。学生が，「社会
に出て行く」という自覚をもって実習に望めるよ
う，実習前のビジネス科目などの授業の場ばかり
でなく，日常的な場面でも，社会人としての常識
やマナーに意識を向けさせる努力が全学的に必要
と思われる。
3) 事前学習の多様化
これまでも，「長期」と「短期」では，事前学習
の内容・実施方法などに違いがあり，それぞれ独
自の工夫を重ねてきている。今まで以上に様々な
目的をもったインターンシップ科目が用意されて
いる今日では，一層それぞれに適した事前学習が
必要となるであろう。
4) インターンシップとキャリア教育
これまでは，実習終了後の報告会でインターン
シップの授業は終了し，その結果を2年次にいか
に生かしていくかは，学生個人に任されている状
態であった。しかし，インターンシップで得たも
のを，学生がその後の学習や就職活動ばかりでな
く，長い目で見たキャリア形成にも生かせるよう
な教育ができれば，効果はもっと高まる。インター
ンシップに限らず，様々な場面で学んだことを体
系的に捕らえ，更に次のステップに上がって，
Plan-Do-Seeを繰り返していかれるようなキャ
リア教育の実施が望まれる。関係部署との連携を
深めていくことが必須だと考える。
VI. お わ り に
上述のとおり，H17年度のインターンシップ
は，様々な改善・変更を試みて実施した。それら
の工夫がどのような効果をもたらすか，すべての
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実習が終わらないと確かなことは言えない。しか
し，あくまで個人的な感想ではあるが，春休み中
実習生見回りのため企業を訪問すると，行く先々
で，実習担当者から「非常によく質問が出てよい。」
「実習の目標がはっきりしていてよい。」などのコ
メントをいただくケースが例年より多いと感じて
いる。また，実習時期の決定を早めたことに対し
ても，好評である。
いずれにしても，終了後速やかに，企業・学生
双方のアンケートを集計し，その結果を分析して
また次年度に向けて検討を続けていく。
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